
生涯学習に関するEモニターアンケート結果 【参考２】

調査方法：登録モニターを対象に電子フォームにて実施

調査期間：７月４日（火）～７月１３日（木）

調査対象：Eモニター登録者１９６人

回答者数：１８５人

趣 旨：今後の施策立案の参考とするため”大人の学び”に関する

市民の意識等を聴取するもの

男性 女性 総計

20代 2 2 4

30代 5 23 28

40代 14 39 53

50代 21 32 53

60代 9 17 26

70代 15 5 20

80代 1 0 1

総計 67 118 185

男性 女性 総計

会社員 40 18 58

会社経営・役員 2 1 3

自営業 1 3 4

農林水産業 1 1

公務員 4 4

パート・
アルバイト

4 39 43

専業主婦（夫） 48 48

学生 1 1

無職 16 3 19

その他 2 2 4

総計 67 118 185

（回答者属性）



アンケート結果からみえるトピックス

○約５割が「学んでいることがある」、約３割が「これから学びたいと思っている」と回答
○一方で、約２割が「今後も学びたいと思わない」と回答

○現在学んでいることがある層のほとんどが学ぶことによってポジティブな変化があった
・変化内容としては「日々の暮らしが充実した」「新しい出会いや人とのつながりができた」などが上位
・学ぶ内容としては「健康・スポーツ・文化・料理など趣味や教養に関すること」
「現在の仕事上で必要な知識・技能や資格取得に関すること」などが上位

○これから学びたいと思っている層は学ぶことにより「日々の暮らしの充実」
「気持ちが前向きになる」などの変化を期待
・学ぶ方法としては「書籍・雑誌・新聞」「交流館での講座など」などが上位
・学びたい気持ちを後押しするために必要なものは、「学びたいと思えるきっかけ（イベントや講座など）」
「時間の確保」などが上位

○今後も学びたいと思わない層は理由として「特に必要がない」が34％、
「仕事や家庭が忙しくて時間がない」が27％

○社会人の学びを推進するために 自治体が力を入れると望ましいものについては、
「交流館での講座やイベントの拡充」「学びにつながるきっかけづくり（イベントや講座など）」が上位



Q１ 現在、自主的に学んでいることがありますか？

（年代別）

（職業別）



Q２ 学んでいることは何ですか？（複数可）

（年代別） （職業別）



Q３ どのように学んでいますか？（複数可）

（年代別） （職業別）



Q４ 学ぶことで自分にどのような変化を期待していましたか？（複数選択可）

（年代別） （職業別）



Q５ 学ぶことによってどのような変化がありましたか？（複数可）

（年代別） （職業別）



Q６ これから何を学びたいですか？（複数可）

（年代別） （職業別）



Q７ これからどのように学びたいですか？（複数可）

（年代別） （職業別）



Q８ 学ぶことによってどのような変化を期待しますか？（複数可）

（年代別） （職業別）



Q９ 学びたいと思う気持ちを後押しするため必要だと思うものは何ですか？（複数可）

（年代別） （職業別）



Q１０ 「今後も学びたいと思わない」理由は何ですか？

（年代別）

（職業別）



Q１１ 社会人の学びを推進するために、
自治体が力を入れると望ましいものは何ですか？（複数可）

（年代別） （職業別）



（交流館等施設について）

• 市の学習等には参加したことがありませんが、情報発信として交流館に行けば何があるかある程度分かるため、そこまで

足を運べる施策があればと思います。

• 豊田市美術館は生涯学習の発信拠点になりうるが夜間は開館していません。週末だけでも開館してアートに関する学習に

つながるイベント等を積極的に発信するとよいと思います。併設レストランも昼間だけの営業で非常にもったいないです。

（施策について）

• 決まった曜日、時間に学ぶよりは、気軽に参加できる講座があるといいです。大学のオープンセミナーのような、多種多

様なテーマで興味のある分野に参加できるといいです。

• 社会人の学びを推進する為には、色々な事が考えられると思いますが、例えば、参加すると特典(ポイント等)があり、沢

山集めれば何か賞品やプレゼントが貰えるなど、行動すれば楽しみがあるような企画にすれば、参加者が増えるのではな

いでしょうか？

• 昼間に働いている社会人が新しいことに始めるきっかけづくりとして、夜間の講座を増やしてほしい。

• 学ぶ意欲はあるが、子育て中で難しい。学習機会と合わせて一時的に子どもを預かってくれるサービスがあるとよい。

• 学びを通して仲間づくりがしたいです。親子で参加できるものもよいと思います。

• 様々な市民の方が在住しているため、地域の郷土自慢をやったらどうか。

• 就職できていない若者を対象とした学びの機会があるとうよいのはないか。

Q１２ そのほか本アンケートに関する感想やご意見があればお聞かせください。



（情報発信について）

• 広報とよたの生涯学習のイベント等の年間スケジュールおよび一時的なイベントなどの周知が不足しているのでは

ないでしょうか。

• 学びたい意欲がある方も何を学ぶことで何に繋がるかイメージ出来ていない、発想がない方がいるかと思います。

具体的な活用イメージの発信等が効果があるのではないでしょうか。

• 情報発信として、体験談などを紹介してほしいです。学びによって得られた充実感や、生活の変化など、学びを始

めたいと思うきっかけになるのではないでしょうか。

（その他）

• このアンケートそのものが学びの機会であると思った。アンケートによって生涯学習に取り組んでいることが認識

できた。

• 仕事が忙しく余裕がないため、会社が学びの支援や協力してくれるとありがたい。

• 人生は学習であると思います。それをしなければ生きているという実感はできないし、時間を有効活用できて楽し

い日々を送れないと思います。

• 毎日の生活のなかで知りたいことがあればネットで調べればわかるので、特に不便はありません。資格がほしい人

にとっては、講座を受けて仕事などに生かせると思うので、意欲的になると思います。

Q１２ そのほか本アンケートに関する感想やご意見があればお聞かせください。


